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食品ロス削減の
取り組みについて

株式会社イトーヨーカ堂
加工食品部 シニアマーチャンダイザー

荻原 素宏

平成28年度 食品関連事業者による食品ロス削減研修会
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イトーヨーカ堂会社概要

社名 株式会社 イトーヨーカ堂

創業 １９２０年

資本金 ４００億円（２０１６年２月）

売上高 １兆２,５５６億円(２０１６年２月)

従業員 ３６,３７６人(２０１６年２月末)

店舗数 １８３店舗（２０１６年8月）
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イトーヨーカ堂会社概要

●業態・店舗

ＧＭＳ：１４４店舗

Ａｒｉｏ：１８店舗

食品館：１１店舗

ザ・プライス：１０店舗

グループ専門店各社を融合した
モール型店舗

衣住食の良質な商品を品揃えする
ワンストップショッピング型店舗

食品、生活雑貨等に特化した
都市型スーパー

首都圏を中心とした
ディスカウントストア
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食品ロス削減への取り組み事例

①即食商品の開発・提案

④納品販売期限の緩和（メーカー・問屋ロス削減）

②お客様の声を活用したＭＤ

③環境循環型農業「セブンファーム」

⑤在庫の見直し（流通・店舗ロス削減）



5

①即食商品の開発・提案

○「即食商品」＝調理可能な状態に準備された商品
○鍋の用途別に関連カット野菜のパックを販売

キムチ鍋用セット 寄せ鍋用セット

３～４人用 ３～４人用
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②お客様の声を活かしたＭＤ

■少量の販売～「顔が見えるお肉。」こくみ鶏

■少量の販売～「顔が見えるお魚。」

店頭でお客様より、

「美味しそうなので、顔。のお魚の刺身が食べたいけれど、
１人暮らしなのでこんなにたくさんは食べ切れない」
というご意見を頂く。

顔が見えるお魚。（ぶり、真鯛、平目、かんぱち）の１人用
刺身を販売展開し、少量ニーズに対応。

＜平日＞２ﾌｪｰｽ ＜休日＞1ﾌｪｰｽ

もも・むね肉についての不満に対するお客様アンケート
を実施したところ、1人2人世帯や、60代以上の方は1枚
肉を使い切らないという回答が最も多いことを確認

顔が見えるお肉。（こくみ鶏）のハーフカットを販売展開。

また、ロスなく売り切るように、単身層が多い平日と、
ファミリー層が多い休日でフェースを拡縮。
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③環境循環型農業「セブンファーム」

②“農業のお手伝をしたい”

①“リサイクルを進めていきたい”
+

この２点を効率的に実現するために、
セブンファームというスキームを開発/採用し、取組みを拡大しています。

しかし、最も重要なのは、日本の消費者や地域のお客様。

セブンファームを通したお客様との交流や、農業現場を
通じて得た農業や流通のノウハウを蓄積し、今後のサー
ビス向上に繋げていきたいと考えます。

■セブンファームの目的



8

③環境循環型農業「セブンファーム」

■リサイクルを進めていきたい
食品循環資源のリサイクルについて

食品リサイクル法が２００７年に改正され、

食品関連事業者の業種別の食品循環資源リサイク
ル実施率目標値が設定されました。

【ＩＹの食品廃棄物リサイクル率】

２０１２年度（１３年２月末）に
目標値“４５％”を達成！

企業としての社会的責任を果たすため、実現可能性の高い
取り組みを継続します。また、リサイクルの推進と同時に発
生の抑制への取り組みも強化しています。

＜ＩＹの食品廃棄物リサイクル率の推移＞

５０.1％
リサイクル
実績値

２６.５％リサイクル
実績値

２００８年度計

＜ＩＹ 直近のリサイクル率推移＞

※2008年度からは「食品リサイクル法」の計算方法を用いて算出

％

２００８年
セブンファームの
取り組みスタート

２０１４年度
年

４５％
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③環境循環型農業「セブンファーム」

■農業のお手伝いがしたい

“農業に参入するのではなく、日本の農業を元気にするお手伝いをしたい。”
生産者と一緒に効率的かつ生産性の高い農業の仕組みを作っていく。

店舗 《役割》
食品残渣を堆肥場へ運搬。

セブンファームで栽培した作物を店
頭で販売。

《役割》

お店で出た食品残渣
を堆肥化処理。

セブンファーム 堆肥場

お客様へ

《役割》

食品残渣で作られ
た堆肥を使って作
物を栽培。イトー
ヨーカドーに出荷。

循環型農業に取り組み、ＣＯ２削減や食品残渣の活用等、
環境保全を推進していきます！！
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③環境循環型農業「セブンファーム」

■セブンファーム拠点

出資

出資

出資

株式会社セブンファーム

富里 深谷 三浦 北海道 東海

農業生産法人方式 事業会社方式

つくば 東京

新
潟

湘南 銚子
新
潟
市

出資

新規

・設立： ２０１０年７月
・場所： 東京都千代田区
・事業内容： 各セブンファーム拠点の企画/管理/運営、
商品の品質確保 等

㈱セブンファーム 概要

セブンファーム各拠点の法人形態は、農業生産法人、
事業会社の２通りに分かれているが、各地域や生産者
に最適な形をそれぞれ選択している。

●セブンファームは現在１１拠点に拡大。栽培面積は合計約２００ヘクタール。
●今後は設立拠点での面積の拡大及び販路の開拓を重点に進めています。
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③環境循環型農業「セブンファーム」

■規格外商品の販売

生産現場の実態と、お客様の声を、
イトーヨーカドーが媒介になって、お客様生産者に伝えることにより、

双方にとってメリットを生む取り組みをしていきます！

●普段は販売されない規格外のサイズのものを、お客様にきちんと理由を説明して店頭

で販売。その他にも形が悪く、従来であれば廃棄してしまうものを有効活用
し、漬物として販売するなどの活動を行っています。

「規格外品」 「正品」「規格外品」

「規格外品での
販売」 「正品での販売」

「ジュースでの
販売」

全社販促により
３万本販売！



12

④納品・販売期限の緩和
■これまでの取り組み

２月よりビールメーカー、卸の皆様と連係して
試験的に納品期限について見直しを実施。

納品期限：製造から１カ月⇒３か月

経済産業省支援『製･配･販連携協議会』｢返品削減ワーキング｣の取

り組みに賛同し、小売の納品期限を緩和する事で、
卸からメーカーへの返品を削減ができないかを検討。

9月より飲料(ドライ飲料)菓子(賞味期限180日以上)
についても、納品期限や販売期限の期間延長見直しを
実施。

２０１１年

２０１２年

２０１３年
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⑤在庫の見直し
■計画的な製造-販売計画の共有
毎週、メーカー様や問屋様と販売計画を共有し、
製・配・販それぞれの立場で過剰な負担がないよう、
製販が一体となってロス削減の意識向上に努めています。

セール計画
仕入計画

製造計画
納品計画

メーカー
卸業者
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今後の課題と取り組み

課題 取り組み

・お客様の声を活かした
ＭＤの推進強化

・廃棄ロスを無くす為の
施策の強化

・小分け・小容量の
さらなる促進
・生鮮商品の店内加工
への取り組み強化
・社員全員の意識向上

・効果検証
良さが実感できない

・一般のお客様を含めて、
食品ロス削減に向けた意
識の向上

・期限緩和の拡大
・人材教育
・啓蒙活動
・発注精度の向上
・在庫の見える化
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最後に・・・

は、
食品ロス削減を製・配・販、協力の元
行政による啓蒙、お客様の理解を持って

進めていきたいと思います。

流通業・小売業の重要な役割のひとつは、
「鮮度の良い商品をお届けすること」です。

食品ロス削減のためには、お客様の更なるご理解
が必要です。日本全体での意識向上のため、
国や行政の今後もお力添えを期待します。
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ご清聴ありがとうございました


